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令
和
５
年
度
消
防
表
彰

〜
消
防
団
の
誇
り
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
結
実
〜

町
発
展
の
た
め
に
大
き
な
貢
献

　

〜
令
和
５
年
度
町
功
労
者
表
彰
〜

●
町
議
会
議
員　

　

大
谷　

敏
弥
さ
ん

　

髙
森　

功
治
さ
ん

●
町
監
査
委
員　

　

長
﨑　
　

厚
さ
ん

●
町
長
の
資
産
等
審
査
会
委
員　

　

髙
野　

勇
一
さ
ん

●�

町
情
報
公
開
・

　

個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員　

　

小
山
内　

諭
さ
ん

●
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員　

　

髙
井　

優
一
さ
ん

　

種
市　

大
嗣
さ
ん

●
町
公
害
対
策
審
議
会
委
員　

　

加
藤　

政
子
さ
ん

●
町
公
害
対
策
審
議
会
委
員　

　

川
添　

弘
美
さ
ん

●�

町
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員

●
町
民
生
委
員
推
進
会
委
員　

　

菅
野　

文
夫
さ
ん

●
渡
島
北
部
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

　

長
畑　

ひ
と
み
さ
ん

　

堤　
　

弘
美
さ
ん

●�

町
福
祉
委
員
（
民
生
・
児
童
委
員
）

　

小
形　

新
一
さ
ん

　

消
防
団
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
尽
力
し
、
地
域
防
災
の
た
め
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
次
の
方
々
が
各
種
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
消
防
表
彰
受
章
者

敬
称
略　

※
（　

）
内
は
所
属
分
団
略
称

　

１
月
16
日
、
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労
者
表
彰
式
が
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、

13
名
の
受
賞
者
の
う
ち
、
出
席
の
７
名
に
佐
藤
副
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
髙
井
優
一
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
駆
け
つ
け
た
多
く
の
方
々
か
ら
祝
福
を
受
け
ま

し
た
。

●
北
海
道
知
事
表
彰

▼
30
年
永
年
勤
労
章

・
中
兼　

晃
一
（
双
）

・
森　
　

啓
行
（
双
）

・
笠
原　

純
一
（
双
）

・
相
馬　

信
悟
（
双
）

▼
勤
続
10
年

・
東　

千
鶴
子
（
団
本
部
）

・
篠
田　

幸
伸
（
団
本
部
）

・
髙
野　

龍
美
（
団
本
部
）

・
黒
須　

英
倫
（
団
本
部
）

・
水
上
絵
美
子
（
団
本
部
）

・
新
保　

明
宣
（
団
本
部
）

・
寺
七　

裕
子
（
団
本
部
）

・
吉
野　

千
春
（
団
本
部
）

・
髙
野
真
智
子
（
団
本
部
）

・
佐
藤　

啓
太
（
団
本
部
）

・
小
形　

洋
介
（
団
本
部
）

・
沼
田
ゆ
か
り
（
団
本
部
）

・
鈴
木　

千
秋
（
団
本
部
）

・
佐
藤　

智
美
（
団
本
部
）

・
髙
野　
　

恵
（
団
本
部
）

・
髙
野　

直
美
（
団
本
部
）

・
鈴
木
絵
里
子
（
団
本
部
）

・
舛
谷　

沙
織
（
団
本
部
）

・
小
山　

遼
太
（
長
）

・
千
代　

岩
生
（
静
）

●
日
本
消
防
協
会
表
彰

▼
勤
続
章

・
中
兼　

晃
一
（
双
）

・
森　
　

啓
行
（
双
）

・
笠
原　

純
一
（
双
）

・
相
馬　

信
悟
（
双
）

●
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

▼
永
年
勤
続
章
30
年

・
髙
野　

幸
喜
（
長
）

・
萱
里　

道
治
（
国
）

▼
永
年
勤
続
章
20
年

・
福
澤　

貢
太
（
静
）

▼
永
年
勤
続
章
10
年

・
川
島　

大
志
（
長
）

・
吉
村　
　

勝
（
長
）

・
坂
本　

一
男
（
中
）

・
平
沼　

洸
希
（
国
）

・
渋
川　

侑
史
（
本
部
）

・
相
木　

郁
弥
（
本
部
）

●�

北
海
道
消
防
協
会

　

渡
島
地
方
支
部
長
表
彰

・
児
玉　

康
範
（
長
）

・
笠
原　

純
一
（
双
）
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第
一
回
町
議
会
臨
時
会
が
一
月

十
九
日
に
開
か
れ
、
議
案
二
件
等

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

主
な
審
議
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

戸
籍
謄
抄
本
の
添
付
が
必
要
で

あ
っ
た
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
各
種
申

請
に
対
し
、
識
別
符
号
（
番
号
）

に
よ
る
申
請
が
可
能
と
な
る
こ
と

か
ら
、
識
別
符
号
の
手
数
料
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

一
般
会
計
補
正
予
算

　

�

（
第
十
号
）

令
和
五
年
度
一
般
会
計
予

算

に

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

四
億
六
千
九
百
五
十
八
万
七
千

円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

七
十
二
億
六
千
六
百
五
十
万
二
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
お
も
な
も
の
は
歳
入
に

雑
入
、
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
の
追

加
な
ど
、
歳
出
に
ま
ち
づ
く
り
基

金
積
立
金
の
追
加
な
ど
で
す
。

合
格
祈
願
お
守
り
を
贈
呈

頑
張
れ
！
受
験
生

１
月
16
日
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
）
か
ら
、
高
校
受
験
を
控

え
る
長
万
部
中
学
校
の
３
年
生
に
、
立
岩
ト
ン

ネ
ル
（
ル
コ
ツ
工
区
）
の
貫
通
石
の
入
っ
た
お

守
り
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

貫
通
石
は
頁
岩
（
け
つ
が
ん
）
と
い
う
泥
が

堆
積
し
て
固
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
「
何

が
あ
っ
て
も
石
（
意
志
）
を
貫
く
・
初
志
貫
徹
」

の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

受
け
取
っ
た
生
徒
は
、
興
味
津
々
に
お
守
り

を
見
つ
め
、
受
験
に
対
し
て
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
一
月
十
九
日
開
会

第
一
回

町
議
会
臨
時
会

こ
の
た
び
、
長
万
部
中
学
校
の
２
年
生
が
「
全

国
小
・
中
学
校
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
ふ
れ
あ
い
コ
ン

ク
ー
ル
（
全
国
大
会
）
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

現
３
年
生
が
出
場
し
た
昨
年
に
引
き
続
き
、
２

年
連
続
で
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

事
前
に
動
画
撮
影
し
た
も
の
を
、
12
月
26
日

にY
o
u
T
u
b
e

で
配
信
さ
れ
、
審
査
員
か
ら
の
質

問
に
応
答
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
全
国
か
ら
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
個
性
的
な
ダ
ン
ス
で
競
い

ま
し
た
。

入
選
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
動
き
を

合
わ
せ
る
難
し
さ
、
気
持
ち
が
ひ
と
つ
に
な
る

達
成
感
な
ど
、
中
学
校
生
活
の
い
い
思
い
出
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

中
学
２
年
生
が
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
の

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た


